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１．研究計画の概要 
 
 保育園・幼稚園で、宇宙の分野を中心に科
学の普及活動を行う。研究目的は以下である。 
 
(1) 普及活動において園児、保育者、保護者
の三者と接点を持ちうる場所として、保育
園・幼稚園を位置付けている。 
(2) 普及活動において、子どもの文化の世界
とつながる素材、都市部でも実践できる素材、
国際協力の視点も取り入れられる素材とし
て、宇宙や空の分野を位置付けている。 
 
 研究の具体的活動内容は以下である。 
 
(1) ひかり保育園での実践 
(2) 他の天文アウトリーチの実践 
(3) 意識調査・レビュー 
(4) 研究発表 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) ひかり保育園での実践 
３、４、５歳児を対象に「うちゅうのおは

なし」で毎月訪問している。インフルエンザ
流行のために中止になった２回を除き、すべ
ての月での訪問が予定通り行われた。年１回、
保護者参加企画の一つの「七夕祭り」にも、
毎年度訪問している。 
実践日のうちに、園長、主任保育士、担任

保育士、研究協力の学生とともに、園で協議
会を持っている。訪問のすべての回で実施で
きた。 
(2) 他の天文アウトリーチの実践 

他の保育園での実践は１例で、幼稚園での
実践はまだない。 

小学校の放課後活動での天文アウトリー
チの見学と参加、小児科病棟・院内学級での
天文アウトリーチの見学と参加、サイエンス
カフェや地域活動 NPO が行う天文アウトリ
ーチの見学と参加ができた。 
(3) 意識調査・レビュー 
保育園での天文アウトリーチに関するア

ンケート調査を行うことができた。大規模な
アンケートという方法ではないが、ひかり保
育園での毎回の協議会も、保育園の現場の意
識を探る貴重な機会と考えている。 
小学校就学前、また、大人一般に対する天

文アウトリーチの先行研究の調査について、
文献調査では資料収集がかなり進んだ。(2) 
の欄に書いた見学と参加も、レビューの活動
の一環である。 
(4) 研究発表 
国内外の研究会、学会大会での研究発表、

論文執筆が進んでいる。まとめ的な査読論文
は、まだない。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
(1) ひかり保育園での実践は滞っておらず、

協議会の内容も充実している。この点で
は、当初の計画以上の進展がある。 

(2) 他の天文アウトリーチの実践では多方面
の進展があった。この点では当初の計画
通りか、やや上回る進展である。しかし
幼稚園での実践が進まず、この点では計
画に比べて遅れてしまっている。 

(3) 意識調査やレビューは当初の計画通りに
進んでいる。 

(4) 研究発表も当初の計画通りに進んでいる。 
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４．今後の研究の推進方策 
 
(1) ひかり保育園での実践 

これまで通り、進めていく。今のところ大
きな問題はない。協議会の内容をもっと充実
させるため、園児の観察記録をもっと密にす
ることを考えている。 
(2) 他の天文アウトリーチの実践 

これまで通り、多方面の展開を考えていく。
天文アウトリーチと音楽アウトリーチの融
合も考えている。幼稚園での活動の機会を探
るが、保育園でのこれまでの活動のまとめの
方を優先する。 
(3) 意識調査・レビュー 

これまでの意識調査のデータやレビュー
の資料は、今後の研究発表に生かす。 
(4) 研究発表 

まとめとしての研究発表を考えている。ま
た、査読論文の執筆を予定している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
(1) 保育園での「うちゅうのおはなし」ホー

ムページ： 
http://www.wakayama-u.ac.jp/ 

~atomita/kinder/ 
(2) 保育園での天文アウトリーチ活動の経験

から、一般の天文教育普及（例：星空案
内人養成講座）や著書執筆（例：「天文マ
ニア養成講座」、恒星社厚生閣）の活動で、
厚みがでてきている。 


